
 

 
 

 

 

 

 
「環境シンポジウム千葉会議を終えて」 

実 行 委 員 長  田 口 迪 夫  
第７回を数える「環境シンポジウム千葉会議」は、

市民・企業・行政が手をつなぎ、環境学習と環境保全

を推進することを目的として、10月 21日午前９時 30
分より午後４時 40 分まで、富士通幕張システムラボ
ラトリ（千葉市美浜区中瀬）において開催されました。 
当日は、早朝からの素晴しい好天気にも恵まれ、過去

最高の 400名を超す参加者で、環境の世紀といわれる
21 世紀の幕開けにふさわしいシンポジウムができた
ことをうれしく思います。 
特別講演は堂本暁子千葉県知事が、ご自身の環境に

対する考え方として、豊かな生命を育む生物多様性を

保全することが大切であること、明治維新以降、欧米

に追いつくことを目標に技術偏重したことが日本の自

然保護政策の遅れを招いたことなどを述べられました。

千葉県の環境問題の双璧、産廃・残土と三番瀬につい

ては法律の改正や住民との根気強い話合いで解決し、

千葉発の環境保全を

成功させたいと力強

く語られ、特にこれ

からはパートナーシ

ップが大切で、この

会議でパートナーシ

ップを実現させてい

る皆さんと一緒に「環境先進県ちば」を目指しましょ

うとエールを送られました。 
その後は６分科会にわかれ、それぞれの実行委員が

工夫したメニューでワークショップが行われ、全体会

で各分科会より熱気あふれる報告を受けました。皆さ

んの活動のステップアップとなったことと存じます。 
夜の懇親パーティーにも、90名の方が参加され、ち

ばの環境について語り合いました。参加者の皆様、ス

タッフの皆様、本当にありがとうございました。

 
＜堂本暁子千葉県知事による特別講演要旨＞  

「環境先進県ちば」を目指して  
 こういうすばらしい会を、こんなに大勢の方が参加

されて開催されることを本当にうれしく思います。私

は環境関係の講演を各地で行ってきましたが、千葉で

行うのは、今回が初めてです。そこで、まず、環境に

ついての考え方を述べたいと思います。 
今、変革の時代だと思います。 
20 世紀は経済発展、技術文明の世紀といわれてい

ますが、その裏で、地球環境を劣化させてきました。
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45 億年前地球が誕生し、38 億年前に生物が誕生し、
18億年前に光合成を行うようになり、徐々に酸素を増
やし、ようやく５億 7000 年前にオゾン層ができ、紫
外線を遮断し、豊かな生命を育む地球をつくってきま

した。それが、わずか 30 年で長い間かけて作られた
オゾン層を破壊しようとしています。多くの生物種を

絶滅に追いやって、長い間かけて作ってきた多様な生

物からなる生態系を壊そうとしています。 
もう一つの問題は、人口問題です。自然を壊さない

で生きるとすれば３億人だと言われています。それが、

今、60 億人、今世紀中には 100 億人になろうとして
います。そういった中でどうやって生態系を維持して

いけるのかが大きな問題になっています。 
欧米の場合は、既に第１次世界大戦の前に生態系を

守らなければと言う動きがあり、第２次大戦後には各

国政府、研究機関、ＮＧＯが共同で世界自然保護連合

を作りましたが、日本では、明治維新以降、欧米に追

いつくために経済発展を重視し、自然保護は対立構造

ででしかありませんでした。 
これからは、こうした地球環境を守るには、ひとり

一人が認識し、それぞれが、パートナーシップを持っ

て対応していかなければならない問題で、それが時代

の変革の大きな要因だと思います。 
 続いて、千葉県の環境政策では、まず、三番瀬です。

湿地は、生物にとって、また、循環の中で非常に重要

な意味を持っています。市民参加で合意が得られるプ

ロセスづくりが重要になります。議論することが大切

だと思っています。 
次に、産業廃棄物の問題です。これは、土壌汚染や

水質汚濁に繋がり、解決すべき急務の課題です。現状

の産業廃棄物に関する法律のままでは防ぐことができ

ないことがよく解りました。この法律の見直しについ

て、国に働きかけています。この問題を解決するため

に、循環型社会の構築のために、産業界も市民もオー

ル千葉県で議論していきたいと思います。 
そのような中で、今、考えているのが、市民、企業、

行政のパートナーシップによる「環境再生計画」です。

20世紀型の大量生産、大量消費の社会からどうやって
経済的にも活発でありながら環境的にもすばらしい社

会を作って行くかが課題です。一緒に知恵を出し合い、

働いてこれからの世代にすばらしい環境を引き継いで

いきたいと思います。 
もう一つ申し上げなければいけないのは、環境学習

です。人と人との間の良いかかわりを持つことが、人

と環境との良い関係を導きます。 
私は、緑の行革といっていますが、住みやすい千葉

を、住みやすい世界を作るために、これだけの多くの

方が、周りの方に環を広げ、取り組んでいけたらすば

らしいと思います。  （文責：湯下健一、広報部）

 
 
 

第 1分科会：異常気象激発、温暖化を私たちはどうする? 

内 野 英 哲  

第 1分科会は、一般市民、団体活動者、企業、学校

関係、学生等約 60名の参加者があり、温暖化に対する

危機感が伺われた。 

まず、特別講演「身近な温暖化影響予測」が国立環

境研究所高橋潔氏よりなされ、新たな科学的知見から、

ここ 50 年の地球温暖化は人間活動が主な原因になっ

ており、色々な角度から温室効果ガスの温暖化に影響

を及ぼす要因についての説明があった。 

続いて，「昨年のシンポジウムからの市民団体の取

り組み」について、川原代表、大西実行委員より、温

暖化対策の啓発学習、実践、試行、提言を中心に地盤

作りはなされつつあり、環境家計簿の作成、人力発電

の実演等の報告があった。 

「県行政の取り組み」では、県環境生活部政策室日

浦博昭氏から、千葉県地球温暖化防止活動推進センタ

ーの発足、推進員の募集などについて話された。 

最後に「今市民が何をすべきか」について３グルー

プに分かれ、自分たちで出来る温暖化防止行動につい

て討議された。ライフスタイルの見直しで省エネルギ

ー、省資源が可能なことは理解できても如何に実行に

移し、継続させるかが問題であるとの認識が多かった。

また、如何にして車利用を少なくするか、交通手段の

見直し、省エネ対策等の多くの意見や提言があった。 
 

第２分科会：どうして減らない「ゴミ」 

北 村 元 良  

「農産物生産者のごみを出さない工夫」「幼稚園で

の生ゴミ堆肥の農園ん作り」「生ゴミをカブト虫のご

飯に」「ごみ拾いから広がる元気なネットワーク」「不

法投棄の実態」の５つのグループでの意見交換でした。 

身近な親しみやすいテーマが多く各グループでは和

やかな笑いの絶えない語り合いが行われていました。 

締めくくりのグループ発表では汗だくの発表者にメン

バーから応援といたわりの拍手が起こるなど市民が集

い語りあうことから環境意識の広がりの期待を抱かせ

る光景でした。一方産廃問題など社会問題化したテー

マについては行政への不満や苛立ちに偏った発言が多

くテーマ選定や進め方に工夫が必要と感じました。 

短時間の討議なのでやむを得ませんが、社会問題化し

たテーマのグループ発表の結果が市民の代表意見のよ

分科会からの報告 
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うに取り扱われないように気をつけることも必要でし

ょう。シンポジウムの性格上、特定の市民団体やグル

ープが前面に出ないよう配慮することも大切ではない

かと思いました。傍聴していた行政関係者がパネラー

として参加するのは難しい雰囲気ですと話していたの

が印象的でした。 
 

第３分科会：生物多様性とわたし達の暮らし 

部会長 山口由富子 

 第３分科会のテーマを『生物多様性とわたし達の暮

らし』と定めたのは、堂本暁子著『生命の豊かさを育

むもの・生物多様性』を読み、感銘を受けたことが発

端でした。それをとり上げる様式につきましては紆余

曲折を経た結果、生命を生み出した水の存在から考え

海・山・川とたどり、その自然にかかわる具体的な私

たちの活動という観点からとらえ、その自然をさらに

『谷津田』『緑化・ビオトープ』『干潟』『野鳥』と

分け、そしてトータル的な意味で『海・里山』とグル

ープ分けしたのです。 

 パネラーには、『谷津田』には元県立中央博物館で現

在は東邦大学の長谷川雅美氏、『緑化・ビオトープ』に

は東京電力㈱の斎藤貞夫氏、『干潟』には藤平量郎氏、

『野鳥』には行徳野鳥観察舎の蓮尾純子氏、『海・里山』

にはケビン・ショート氏を、そしてトータルコーディ

ネーターには中村俊彦氏をお招きして開催しました。 

五つのグループはそれぞれに参加者数を 20 名平均と

し、文字通りパネラーと膝を交えての論壇の場となり

ましたが、参加者の中には茂原農業高校の生徒８名が

いて、若い世代の息吹を感じられたことは何よりも心

強いものと思われました。 
 

第４分科会：広げようつなげよう環境学習のネットワーク 

佐 藤 素 子  

第４分科会の事例発表は、市川氏から行政の環境学

習の展開を、市民団体からは小学校自然観察支援ネッ

トワーク、学校からは本埜第二小学校の白鳥を迎える

会の活動でした。全体の４分の１ぐらいの参加者が小

学校の先生で総合学習の本格導入に向けての環境教育

への関心の高さがうかがえます。実際面での交流の成

果もあったようです。 

 小学校自然観察支援ネットワークでは、４、５人で

チームを組んで支援活動ができるようになり、お互い

のレベルアップ、学校との接点も増えるなど満足のゆ

く結果を出せるようになったと報告され、大変参考に

なりました。 

学校と NGO の交流は個人的な信頼関係のなかで行わ

れることが多く、市民にとっては普段からの活動が大

事で、また、学校側は地域に開かれた学校作りととも

に、予算面での裏づけも必要と感じました。 

 

第５分科会：「環境」を豊かにするまちづくり 

湯 下 健 一  

第５分科会は、事例発表とそれぞれの事例に対応し

たグループに分かれワークショップを実施しました。 

  事例発表は、「行政との協働」について、東葛飾土

木事務所の林さんから市民参加による人が集い歴史を

創る松戸市・坂川再生計画を、「企業との協働」につ

いて、㈱日立製作所ディスプレイグループの山口さん

からゼロエミッション、工場緑化などの環境保全に向

けた取組みを、「まちづくり組織」について、まちネ

ット・ふなばし代表の江口さんから環境や福祉、教育

という枠を超えた市民団体が結集するまちづくりの新

しい形についての報告を、「地域活性化」について、

ONJUKU まるごとミュージアムの伊藤さんから町全体

を美術館や博物館に見立てた特徴あるまちづくりの活

動を報告いただきました。 

 ４人の力強い発表を受けて、参加者自身が関心を持っ

たグループに分かれ、発表者をコメンテータとするワ

ークショップが始まります。参加者の思いがぶつかり

合い、１時間 30分程度という時間は、あっという間に

経過していました。市民の横の連携を強化して政策提

案集団を形成する必要性が指摘されるなど、この分科

会が今後目指す方向性を認識することができる１日と

なりました。 
 

第６分科会：れっつ☆あくてぃぶ 

渡 辺 正 樹  

第６分科会は、学生の分科会である。江戸川大学「環

境を ISO（愛そう）の会」「霧ケ峰愛好会」「自然愛

好会」、千葉大「Blueprint for Green Campus」、千

葉商科大学、東邦大学「TEEC」の順で活動の紹介がさ

れ、なかでも、ギターの弾き語りやノートパソコンを

使っての映像等が注目を集めた。 

次に各自が話し合いたい内容で５つのグループにわ

かれ、ワークショップを行なった。 

「千葉県ゴミ０キャンペーン」のグループでは、月

一回のゴミ拾い、来年のゴミの日に向けてのミーティ

ング、ネットワークの強化など、具体的な計画があが

っていた。 

「生態系保護」のグループでは、観光地などの野生

動物の餌付け問題について詳しく論議がおこなわれ、

法規制の必要性、ふれあい広場を作る等の解決案にた

どり着いていた。 

「環境教育」のグループでは、結局は子供に本当の

環境のことを教えられる教育者を作ることが重要、と

いう結論にたどり着き“千葉県新しい教育者をつくる

会”（千葉新教）の発足にいたった。 

「国際関係あれこれ」のグループでは、発展途上国

と先進国それぞれの政策のあり方や、国際協力のため

に他国の文化を理解できる“他者理解”の重要性をあ
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げていた。 

「学生が考えるゴミ」のグループでは、現在のまま

では学生の意識を向上させることは難しい、ではまず

自分達から始めようという事に方向が定まった。 

第六分科会では、他の分科会にはない若者同士の和

気藹々とした会話が飛び交っていた。まだ荒削りで勉

強不足な点はたくさんあるが、環境に対する熱い思い

が、みんなをひとつにまとめていた。ここから未来の

環境を守る人間が巣立っていくのであろう。 

 

第 3回エコサロン 

自然エネルギープロジェクト 
10 月 19 日第三回目のエコサロン、今回は日経記者

で市民エネルギー研究所に所属している井田均さん。

井田さんは長年自然エネルギーの研究をされてきたが、

最近の世界の状況変化はものすごいという。今回はご

自身が旅された世界各地のソフトエネルギー発電現場

をたくさんのスライドを使って紹介された。 

キリバス・インドネシアの太陽光発電 

世界には電気の来ていない人口が約 20 億と言われ

ている。離島や山間では太陽光発電や小規模水力など

が有利であり、増えつつある。 

インドネシアの電気の来ていない島に、日本のメー

カーが原子力発電で進出しようという試みがあった。

そこで日本の NGO が太陽光発電を提案した。車で 1時

間、バスで２時間、歩いて１時間の村に、井田さんは

太陽光パネルとバッテリーをもって訪れた。取り付け

たのは木工業の人の家で、日中に貯められた電力は、

夜の仕事場を明るく照らしていた。 

世界で一番日の出のはやい国＝キリバス共和国は南

太平洋に浮ぶ珊瑚礁の國。一番高いところでも海上か

ら 3.5m の高さしかないため、地球温暖化で国がなくな

る危険性がある。そこで、未電化で灯油ランプの生活

であった北タラワ島では、日本や欧州の援助を得て、

二酸化炭素を出さない太陽光発電による電化が進めら

れている。住民にも、明かりが増えたにもかかわらず

油代は減った、夜遅くまで勉強をしたりマットを編め

るようになった等と評判がよい。 

欧州の風力発電 

いま、世界で飛躍的に増えているのが風力発電であ

る。増加が技術革新を促し、単価を引下げている。特

にスペインでの風力発電の増加が著しい。尾根筋を走

ると至るところで道路脇や近くの山に何百基と立並ぶ

様は圧巻である。スペインの風力発電の設備容量は

153 万 KW。一位のドイツは 611 万 KW。日本は 2000 年

１月末で約７万 KW。早くから電力会社による電気の買

い取り制度を整え、送電線などの補助、あるいは電力

会社そのものが風力発電に取組むなど、欧州では積極

的に風力発電を支援している。 

陸上に適地がない場合には洋上（オフショア）風力

発電が設置される、洋上風力発電は防腐用の塗装、防

水加工などの手間がかかるが、①風速が強い②乱気流

が少ない③高空でな

くても風が強い④風

速時間の変動が少な

い、等のメリットも

ある。干潟に建てる

場合、土台は漁礁に

なり魚が集まってく

るという。 

デンマーク・コペ

ンハーゲンの人魚像

がある港の沖に建設中の風力発電は、タワーの高さ 60

ｍ、大型風車は 76ｍにもなる。この風力発電はなんと

1kW 時あたり 5.6 円。日本で稼動率80％130 万 kW の原

子力発電が 5.9 円であるから、コスト的にソフトエネ

ルギーが原子力と対等の位置にまで来ているといえる。 

またデンマークでは、農民が資金を出し合って風車を

建設し、発電した電力を売って農業収入に匹敵する買

電収入を得ている。日本でもそろそろこの辺で、地域

住民が自分達で風車を建設・運営するような時代が来

てもいいのでは、と井田さんはおっしゃった。 

中国最大の達坂城（ダーバンジョン）風力発電 

中国の電力供給は、石炭による火力発電が主流なため

大気汚染が懸念されるところから、ドイツなどの援助

を得て風力発電も進めている。ウィグル地区ダーバン

市郊外の砂漠の中に中国最大の達坂城ウインドファー

ムがあり、隣接するウィンドファームと合わて約７万

kW、その時点で日本全体の２倍以上の能力である。ダ

ーバンジョンには初の国産風力発電設備もある。風力

発電の場合送電線のコストがネックであるが、ここの

送電線は、もともとあったので、コストを削減できた

という。 

世界一安いアイスランドの電力 

アイスランドは地熱と水力の国である。地域暖房の９

割を地熱でまかない、豊富な水量で水力発電を行って

いる。アイスランドでは１kW 時 1.26 円、一般家庭で

は 4.0 円、大口産業用は 1.78 円である。東京電力の住

民電灯用が１ｋW時あたり 24.8 円、産業用大口電力で

13.03 円、それと比べると 10倍も安い。その安さを利

用し、海底ケーブルで他国スコットランド、オランダ、

ドイツに電力を輸出している。それでもコストは一割
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しか余分にかからない。更に大規模なダム建設で、も

っと多くの電力を輸出する計画があるようだが、ダム

の建設による水の流れが変ることや生態系への影響が

心配される。 

日本の風力発電 

現在、日本のソフトエネルギーは、電力会社の“好意”

により買い上げられている状況で、風力などでは買電

価格が切下げられ、事業者の参入意欲をそいでいる。

地球温暖化がすすみ、化石エネルギーからの転換が求

められる中、原子力は放射性廃棄物や事故の恐ろしさ

もあって、住民の合意が得られにくい。ソフトエネル

ギーは、これからの時代に必要とされている“自然の

摂理にかなった”手法のひとつである。國は、自然エ

ネルギーの促進を図るために、買い上げ価格を決める、

産業界と市民団体との間に客観的な協約を定めるなど

の積極的に推進して欲しいものである。 

参考資料「こうして増やせ！自然エネルギー」 

              井田均著 公人社発行 
（文責：広報部） 

 

エコサロンをよろしく 副 代 表  平 松 南

エコサロンを担当しています。 
環境ボランテイアを始めたのが昭和 54 年。市川の

真間川の桜並木を河川改修から守る運動を創りました。 
川は洪水を防ぐために、直線、コンクリート三面張

り、ショートカットが当時の河川管理者の原則で、土

木の方が交渉相手でしたので、とても大変でした。環

境庁の若手から「治水」「利水」のほか、「親水」と

言う概念が始めて内部資料に出たのが昭和 56 年。各
所に親水空間が出来、緑化護岸、水質浄化、親しめる

川つくりが行政主導でも行われるようになった今日の

様子は、隔世の感があります。 
県の小川かおるさんから声をかけていただき、第１

回環境シンポジウム千葉会議のお手伝いをした後、父

の介護のための休職、勤務先の出版社の早期退社、経

営危機にある中小企業の経営支援、ふるさと神楽坂で

の会社設立と新店舗設置など、次々に降りかかる雑事

に追いまくられているうち、数年が過ぎました。 
今回，代表の横山さんから、手伝うようにと連絡を

受け、時間の点で不安を感じながらも、出来るだけお

役に立ちたいと、環境講座「エコサロン」の企画を、

田口さんと一緒に、一生懸命やっています。 
環パちばは、いろいろな地域、経験、問題意識をお

持ちの方々の集まりなので、エコサロンで取り上げる

テーマもその時々のタイムリーなものを選んでいきた

いと思っていますが、なにせ人脈、見識に劣りますの

で、ぜひ皆様からのご提案をお寄せ下さい。またご多

忙な先生方を歓迎するためにも、多くの方々がお誘い

合わせてご出席いただけたらと思います。 
偶数月の第三金曜日 pm６：30 開始、場所は船橋女

性センターをレギュラーにしていますが、見学会も開

催したいと思います。また講演内容のブックレットも

作成したいと思いますので、ワープロ、編集のお手伝

いが出来る方を求めています。 
エコサロンをどこの講座にも負けない売り物にして

いければと思います。これからもご指導、ご鞭撻よろ

しくお願いいたします。

☆エコマインド講座日記☆(3 日目・4日目)  広 田 ゆ き え  
3 日目は千葉県環境センターにて「ごみを考える」というテーマでした。いくつかのワークショップの中で、

輝いていたのは「ごみ裁判」です。被告人は瓶、缶、ペットボトルです。私たちは無差別に 6 つのグループに

分かれ、それぞれの検察と弁護にあたります。討論の後に決がとられるのですが、罪を認めさせようとする検

察側と、守る弁護側の屁理屈にも似た討論は、大人から子どもまで多いに楽しめると思います。私は、ペット

ボトルの検察側に立ち、ペットボトルの悪行「ゴミを増やした罪」を訴えました。しかし、多くの人に受け入

れられているペットボトルを弁護側は、かわいいペットのようなボトルとしてアピール。検察はペッ、ペッと

ツバを吐くようなボトルとして応戦しましたが、弁護側の勝利となってしまいました。それにしても、瓶の罪

なんて「回収のおじさんをぎっくり腰にした罪」ですよ！講座が面白くて盛り上がるたびにみんなの心が環境

についてまとまっていくのでした。 

4日目、8月 8日は「身近な生活と大気」についての講義がありました。前半を千葉県環境センターの押尾敏

夫さんが担当。大気汚染のことを考えるとディーゼル車は選ばないと考えていた私の思いとは裏腹に、押尾さ

んの愛車はディーゼル車でした。しかし、その排気ガスを利用して環境学習もでき、そして押尾さんならでは

の環境理念に基づいた車の選び方には目からウロコが落ちる思いでした。後半は、温暖化防止のエコライフに

燃える伊藤章夫さんの省エネについての講義がありました。中でも、自動販売機がいかに電力をムダにしてい

るかについて印象深かったです。木が吸収したＣＯ2 の量を計算するのは苦しかったですが、計算は得意とす

る人たちにまかせ、やっぱり一人より大勢、と仲間の必要性を強く感じる４日目でした。 
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報告 1「ボランティア国際年記念シンポジウムちば」 
  NPO法人千葉まちづくりサポートセンター副代表 栗 原 裕 治  

 
１．開催までの経緯 

「まず、はじめようボランティア」をテーマに、内

閣府及び千葉県が主催する「ボランティア国際年記念

シンポジウムちば」が 10月６日と７日の２日間にわた

って開催され、６日の千葉会場（千葉県教育会館）に

は約 300 人、翌７日の松戸会場（松戸市民会館）には

約 180 人の市民活動に関心のある県民が集まりました。 

ボランティア国際年は、カンボジアでボランティア

活動中に亡くなられた中田厚仁さんの事件をきっかけ

に、国連において日本が提唱国となり実現した国際年

で、世界中で記念イベントが開催されています。提唱

国の日本でも熱心に記念事業を推進しており、国内各

地で記念イベントが行われています。 

千葉県では、内閣府と千葉県がＮＰＯ法人千葉まち

づくりサポートセンター（通称ボーンセンター）に事

業委託をしたことから、ボーンセンターの呼びかけに

応じた県内のＮＰＯ法人と千葉県社会福祉協議会やさ

わやか県民プラザが推薦するボランティア団体のを加

えた 17団体で実行委員会を組織し、今回の記念イベン

トの企画から運営までを担当しました。 
 

２．イベントの内容 

両会場ともに、基調講演、パネルディスカッション、

分科会の３部構成で行われ、内閣府の展示なども注目

を集めました。 

この催しに関係した市民団体は、分科会での発表団

体等を加えると分野を越えて 80団体近くに達し、日頃

交流の少ない異分野の団体が交わるきっかけにもなり、

新たなネットワークがいくつも生まれたようで、終了

後に独自に交流会を行った分科会もあったそうです。 

（１） 基調講演  

 千葉会場の堂本知事の基調講演は「ＮＰＯ立県宣

言とボランティア活動」というテーマでした。知事が

国会議員時代に力を注いだ重要な活動の一つにＮＰＯ

法（特定非営利活動促進法）の成立があり、「ＮＰＯ

立県」を公約に選挙戦に勝利したことから、この講演

でも熱心に会場に語りかけ、予定の講演時間を 15分も

オーバーするほどでした。ＮＰＯの育成は知事のライ

フワークという思いもあり、ＮＰＯ法の立法主旨、Ｎ

ＰＯとボランティアの相違と関係性、時代背景に基づ

く市民活動の重要性についてわかりやすく解説し、

「ＮＰＯ立県とは、ＮＰＯが日本一活動しやすい千葉

県をつくることであり、その環境づくりが私と県の役

割と考えている。」と結びました。 

松戸会場の山本啓山形大学教授の基調講演は「市民

社会における市民及び市民団体の役割」でした。21世

紀の公共権を担うのは自覚した市民及び市民団体であ

り、市民社会の構造と再構築の重要性について、事例

を交えてのわかりやすい解説でした。千葉県では、こ

れまでこうした市民活動全般の理念や構造に関する講

演は少なかったので、非常に斬新で好評でした。 

（２）パネルディスカッション 

パネルディスカッションは、それぞれの講演の内容

を踏まえ、千葉会場のテーマが「あなたの一歩がみん

なの一歩」、松戸会場が「パートナーシップを育むに

は」でした。パネリストには、ＮＰＯ法人、財団法人、

社団法人、社会福祉法人等の公益法人、更に企業の参

加もあり、それぞれの立場での公益やパートナーシッ

プについて意見を出し合い、課題を述べました。環境

パートナーシップちばの横山清美代表も、松戸会場の

パネリストとして熱弁をふるいました。 

（３） 分科会 

分科会は、千葉会場が「子ども・学校」「国際交流」

「地域たすけあい」「まちづくり・環境保全」「こん

な活動に参加してみませんか」の５テーマ、松戸会場

は「ボランティア・ＮＰＯ支援」「市民社会の活性化」

「セカンドステージを豊かに」の３テーマで、それぞ

れのテーマに関連する団体の活動発表と意見交換を中

心に進められました。 

千葉会場では、さまざまな団体の活動を活動分野ご

とに知ってもらうことを目的とし、一般の県民と活動

団体同士の出会いに配慮しました。一方、松戸会場で

は、ＮＰＯの課題について少し踏み込んだ意見交換が

出来ることに期待しました。 
 

３．振り返って 

県の６月議会での補正予算承認で、最終的な開催が

決まり、実行委員会は７月下旬にスタート、10月初旬

の開催とあわただしいスケジュールの中で、多くの市

民団体が協力して市民の力での企画・運営で開催でき

たことは、ともに苦労した仲間も増え、実行委員会を

組織した市民団体の大きな自信となりました。また、

堂本知事と山本教授の基調講演に勇気づけられたとい

う、感想も多くありました。 

千葉県とＮＰＯ法人が対等の話し合いの中で初めて

業務委託契約を結べたこと、これまではＮＰＯ法人と

千葉県との業務委託契約はありませんでしたが、今回

のことが前例となり、ＮＰＯ法人と行政とのパートナ

ーシップの一つの手段としての業務委託契約が一般化

していくことでしょう。今回の記念イベントを振り返

って、実行委員会のメンバーからこうした意見が寄せ

られました。
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報告 2 「川の大会に関わって」 

平 松 南   
もう 2年か 3年前になろうか。船橋にお住まいの石

川勇吉と名乗るひとから電話があった。「江戸川の学

習会をやりたいので、案内してくれませんか」年配の

方の声であった。里見公園から、矢切りの渡しのコー

スという。 

私は、自宅が里見公園の直下の川沿いにあるので、

たまたまここをフィールドに、河川の環境に関する啓

発活動をやってきた。このコースは、景観の美しさか

ら、首都圏の水辺コースとしても観光的に名高く、四

季の変化もすばらしい。 

石川さんは、川に対する情熱を語られた。聞けば、

千葉工大の社会人講座で河川工学を専攻され、その講

座の卒業生が、そのまま「首都圏と千葉の川の未来を

創ろう会」を結成し、石川さんが代表者を勤めている

そうである。そのとき私は所用があり、江戸川環境ネ

ットワークの共同代表の高野史郎さんに案内を頼んだ。

高野さんは後日、参加者は皆さん高齢だが、石川さん

が突出して熱心で、また川の情報をよくご存知だった

といっていたのを記憶している。 

私は、この事をすっかり忘れていたが、この春再び

石川さんから電話を頂いた。今年の 9 月 29 日、30 日

千葉県の佐原市で「川や水辺に学ぶ体験活動千葉大会」

を開催するので、大会会長になって欲しいという。 

私は即刻固辞した。私と川の環境問題のかかわりは、

23年になるが、地味にやっている草の根団体の共同代

表であり、大会会長などの柄ではないと考えているか

らだ。だがその後の人選が難航して、結局引き受けた。 

大会開催まで、私は忙しさにかまけてほとんど何も

しなかったが、当日は予想に反して盛大であった。県

内各地から、市民団体、行政職員、研究者が佐原市中

央公民館に集まり、開会を待っていた。 

ところが開会宣言直前、この大会の仕掛け人の石川

さんが、倒れてしまったのである。病院に収容され、

刻々と時は過ぎていった。やがて、病院から帰った石

川さんは、壇上に着席すると、意外としっかりとした

声で、大会成立までの経過報告をされた。マイクを持

った手が、気力を支えるようにぐっと握られ、語るこ 

とは、石川さん

がこの大会に捧

げた情熱のほと

ばしりであった。 

私と佐原市

の加瀬順一郎さ

んが挨拶した後、千葉工大の高橋彌さんが、「ちば新

時代の川づくりにむけて」という記念講演をされた。

いかに市民と行政が手を結ぶ事が必要かを述べらた。

いまや当たり前になっている市民参加やパートナーシ

ップがいまさら強調されなければならない所に、千葉

の現状があるとおもう。高橋さんは、私も真間川の住

民運動の代表を勤めていたときから知己を得ているが、

真間川や海老川では、積極的に住民の中に入られる足

腰の軽さが印象に残っている。高橋さんから見ると、

千葉県の河川行政関係者の意識は、いま一歩と思って

いるのだろうか。 

次の島正之さんは、「川に遊び、川から学ぶ」とい

う主題で講演された。島さんは千葉工大助教授の顔の

ほか、｢隅田川市民交流実行委員会｣代表という市民運

動家でもある。最後は篠田裕さんが真間川の事例など

を紹介しながら、市民の川づくりの運動の必要性を述

べられた。 

活発な質疑の後、昼食をはさんで、佐原の小野川を

見学した。伊能忠敬と蔵屋敷で全国的に有名だが、案

内人のボランテイアは独特で、佐原の観光客のために、

いろいろ学んだ知識を役立て、無料で案内してくれる。 

懇親会の夜、石川さんの 1年近い準備の日々は、談

笑と笑いの交流のなかで報われたが、かつて大手不動

産会社社員として、開発に関ってこられた行動力がは、

退社後は河川愛護に捧げられているように見える。い

ずれにしろ、誰かが体を壊すまでやって、初めてこう

した大会が実現する。私もかつて真間川の桜並木の保

存問題の住民運動では、多くのものを犠牲にしたが、

しかし多くのものも獲得した。それは人のつながりで

あり、真情である。 

石川さんの情熱がさらに花開く事を願ってやまない。 

 
報告 3 エコメッセ 

11月 3日、4日の二日間にわたり、今年も 60以上の団体が参加してエ
コメッセが開催されました。「環境パートナーシップちば」では、NPOせ
っけんの街のご好意により、「せっけんで作ったシャボン玉」を用意、小

さな子どもから大人まで楽しんでいました。エコチェックも実施、去年と

比べて成績優秀な人が多く、年々環境を考えた生活が浸透してきているよ

うに感じます。３日の午後からは悪天候となり,夜の大風でほとんどのテン
トが倒されました。４日は写真のよう

な青空展示となりましたが、みなさん

小野川沿いの佐原の街並み 

4日のエコメッセの様子 



    「環境パートナーシップちば」だより 22号   平成 13年 11月発行 

 

（8） 
元気に運営されていました。

 

 
 

第 4回「エコサロン」 

「地域通貨の可能性－－楽しいコミュニテイと

生活を編み上げる  西千葉商店街を事例として」 
日時    12 月 14 日（金）午後６時 30分から 

場所    船橋女性センター第一会議室 

講師    村山和彦氏（まちづくりコーディネーター） 

定員    40 名   資料代  500 円 

第５回 2002 年２月 15日（金）時間場所同上 

講師：藤原寿和氏 

「千葉のゴミ問題はどうなっているのか」 
申込み先：事業部 平松南 

Tel：090-2658-5093  Fax：047-375-2987  

Ｅメール：minami@cba.att.ne.jp 
 

第３回千葉県環境研究センター公開講座 
日時：12月８日（土） 13 時 30 分～16時 

場所：環境研究センター 新館研修室（市原） 

テーマ：「東京湾の水環境」 

講師：小倉久子 

【申し込み・問い合わせ】 

TEL 0436-24-5309  FAX 0436-23-2870 

Email kyy03517@nifty.ne.jp 
 

「ライフスタイル見直しフォーラム２００１」 
    暮らしの工夫でＳＴＯＰ温暖化 
共催：実行委員会、環境省 
全体フォォーラム：12月７日（金）13：30～17：00 
  新宿パワータワーホール（３Ｆ） 
課題別フォーラム：12月8日（金）10：00～17：00 
  新宿パワータワー会議室（１６Ｆ 
入場料 無料  
問い合わせ 
TEL 03-3406-5010  FAX 03-3406-5190 

http://www.lifestyle-forum.org/ 
 

意見募集 
「ちば環境再生計画」（仮称）について 
千葉県では、「とりもどそう森、海、河川・湖沼の

自然」をスローガンとし、県、市町村、企業、県民

が一体となって取り組む「ちば環境再生計画」(仮称)
の策定作業を進めています。ご意見をお寄せくださ

い。ホームページ（http://www.pref.chiba.jp/）の投
稿フォームのほか、ファックス（043-222-8044）、
郵送による受付も行います。 
 
ＮＰＯサポートスペース（会議室）の開設 
県では現在、本庁舎２階に（仮称）NPO サポートセン

ターを開設する準備を進めていますが、「NPO サポー

トスペース（会議室）」として、NPO の方々の打合せ･

交流の場として利用できるようになりました。 
問合わせ・予約・利用申込書提出先 
千葉県環境生活部環境生活課ＮＰＯ活動推進室 
電話 043-223-4137FAX. 043-222-8044 
E-mail  kansei7@ml.pref.chiba.jp 

 
原稿募集 

 「環パちば」だよりに地域の情報や話題、談話室

向けの随想、などをお寄せください。 
 
 
私の関わっている森は、黄色に紅葉する樹木が多く、

見上げると透けるような黄、茶色っぽい黄、緑と混じ

ったような黄と美しい。高い梢の先で１年の役目を果

たした葉が、肩の荷を下ろしたように風に揺らぎ、 落
葉すると、また、次の世代を育てる。 
”だより”は手元に届いた時、「エコサロンはどんな

内容だろう」「報告記事は何だろう」と、自分のグル

ープに役立つものはないかと目を走らせる。テープ起

こしの手間・編集の苦労は広報の仕事といえばそれま

でだが、１号１号が手に取る方たちにとって、葉っぱ

のような肥しになる内容である事を願って。（という

私は名ばかりの広報担当で心苦しいです。大西） 
（古紙 100％使用）

氏 名   入会年月日  

住 所  〒 

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

年会費 個人1,000円 団体2,000円 賛助会員5,000円 

編集後記 

おおお知知知らららせせせコココーーーナナナ
ー 

「環境パートナーシップちば」は、環境活

動の推進と充実を目指し、千葉県内の環境

市民のゆるやかな連帯のもと，相互の情報

交換と交流を深め、行政および専門家との

パートナーシップによる活動の展開を図る

ことを目的としたネットワークです。 
申し込み先：千葉県環境財団 
TEL:043-246-2180FAX:043-246-6969 
会費納入先：環境パートナーシップちば 
郵便振替口座 00160-9-401872  

ホームページ： 

http://www1.u-netsurf.ne.jp/~kanpachi/ 

＜環境パートナーシップちば＞ 

入会申込書 

会の趣旨に賛同し（個人、団体、賛助会員として） 

会費を添えて入会します 

（該当するところを○で囲んでください） 
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